
 
「英語Ⅱ」学習指導案 

 
群馬県立中央中等教育学校 
教  諭     津久井  貴之 

 
１ 日   時 
  平成２４年２月２７日（月） 第４限（１１：４０～１２：３０） 
 
２ 学   級 
  普通科 第５学年１組（少人数津久井クラス）（１６名） 
 
３ 学 級 観 
  ５年１組は文系クラスで，男子１２名，女子２０名で構成されている。本校外国語科では，１学
級を等質少人数に分け，２クラス同時に展開しており，本少人数クラスは男子６名，女子１０名で
ある。英語の習熟度に差は大きいが，意欲・態度面では前向きに英語学習に取り組む生徒が多い。
その一方，進路や学習全般に対して悩みや課題を抱えている生徒も少なくない。 
授業では，６年間を通してグループ・ワークやペア・ワークを積極的に取り入れており，互いに

学び合う姿勢作りに重点を置いている。 
 
４ 教   材 
（１）Steve Jobs’ Stanford Commencement Address 
   （http://news.stanford.edu/news/2005/june15/jobs-061505.html） 
 
（２）上記（１）の映像資料 
 
５ 単元の目標 
  スティーブ・ジョブズのスタンフォード大学におけるスピーチ（Stanford University's 114th 

Commencement on June 12, 2005），本人の生い立ちや経歴を様々な英文資料や映像を通して理解
するとともに，次年度に最上級生となる生徒一人一人が，自分の進路選択や日々の生活と照らし合
わせて共感したり考えさせられたりしたことを英語で伝え合うことができるようになる。 

 
６ 指導計画 

指導内容 配当時間 
スティーブ・ジョブズについてのオーラル・イントロダクションを聞き取る。
また，スタンフォード大学でのスピーチ映像を視聴し，その要旨をグループ
で確認し合う。 

１時間 

スピーチ原稿を読み，グループで要旨を確認するとともに，スピーチに含ま
れている３つのメッセージを読み取る。 １時間 

スピーチに含まれている３つのメッセージを英語で要約する。また，スティ
ーブ・ジョブズによる製品のプレゼンテーションの映像を見たり，本人を特
集した記事を英文で読んだりして，製品の特徴やプレゼンテーションの工夫，
人生観を読み取る。 

１時間 

スピーチ原稿の中から共感したり印象に残ったりした一節を選んで紹介する
とともに，選んだ理由や生徒自身の生活と照らし合わせて感じたことを英語
で書き，発表し合う。手順は以下の通り。 
① 書いた英文を教師が推敲し，個人やペアで発表する練習を行う。 
② 教師の前で発表練習を行い，アドバイスを受ける。 
③ グループ内で一人ずつ発表を行う。 
④ グループ内で互いの原稿を読み合い，内容に関わって感想や共感した

部分などを５０語程度の英語で書く。 

４時間 
（本時３時間目）

 
７ 本時の目標及び評価規準 
（１）目標 
  ア 感想や自分の考えなどを，相手が理解しやすいように工夫しながら話す。 

http://news.stanford.edu/news/2005/june15/jobs-061505.html


  イ 既習の言語材料を用い，教材内容を紹介したり感想を伝えたりするとともに，自分の進路選
択や学校生活について考えていることを伝える。 

  ウ 他生徒の発表を聞いて正しく理解し，感想を伝える。 
  エ 既習の言語材料に関する用法や語法を理解する。 
 
（２）評価規準 

①コミュニケーション

への関心・意欲・態度 ②外国語表現の能力 ③外国語理解の能力 ④言語や文化について

の知識・理解 
感想や自分の考えなど

を，相手が理解しやすい

ように工夫しながら話

している。 

既習の言語材料を用

い，教材内容を紹介し

たり感想を伝えたりす

るとともに，自分の進

路選択や学校生活につ

いて考えていることを

伝えることができてい

る。 

他生徒の発表を聞い

て正しく理解し，感想

を伝えることができ

ている。 
 

既習の言語材料に関す

る用法や語法を理解し

ている。 
 

 
８ 本時の展開 

時間 指導過程 生徒の学習活動 
教師の活動 

及び 
指導上の留意点 

主な 
評価の観点 

評価 
方法 

4 分 

1. Warm-up 
－英英辞典クイズ 

・グループで英英

辞典から語の定

義 を 口 頭 で 与

え，聞き手が答

えを当てる。 

・話し手の英語をきちんと

聞いたり，聞き手に伝わ

るよう明瞭に定義を読ん

だりするように伝える。 

  

10 分 

2. Pair Practice 
－ペアでの発表練
習（Steve Jobs
のスピーチで印
象に残ったこと
＋自分の考え） 

 

・ペアで発表練習

を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・聞き手は話し手

に対し，伝え方

や音声表現など

についてアドバ

イスをする。 

・練習のポイントとして，

以下の点を示す。 
①引用したスピーチの一節

が聞き手に分かるように

はっきりと伝える。 
②原稿通りの英語でなくと

も，既習表現を駆使して

伝える。 
③聞き手とアイ・コンタク

トを取る。 

原稿から目

を離すなど

の工夫をし

ながら練習

活動に取り

組んでいる

か。 
（①） 
既習表現を

正しく用い

て表現して

いるか。 
（②，④） 

活動の

観 察

 
 
 
 
 
 
活動の

観 察

及び 
発 表

原 稿

25 分 

3. Group Activity 
－グループで各自
のスピーチ発表
と聞き手の感想 

 
 
 
 

・生徒各自がグル

ープ内で発表し

合う。 
 
 
 
 

・１グループ４人で，前時

までの練習グループと本

時の発表グループのメン

バー構成を変える。 
・発表の中心となる生徒を

各グループに配置するこ

とで，円滑にグループ活

リズムや区

切りを意識

して話して

いるか。 
（②） 
 
 

活動の

観 察

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・各発表の後に，

聞き手の生徒が

英語で一言感想

を伝える。 
 
 
 
 
 
 

動が進むようにする。 
・事前アンケート調査に基

づいて発表グループのメ

ンバーを構成し，進路や

学校生活について英語で

語り合うことができるよ

うにする。 
・代表して発表する生徒を，

事前準備や発表練習，発

表の様子から選ぶ。 

 
相手の伝え

たい内容を

正しく理解

し，発表に対

する感想や

意見などを

英語で簡潔

に伝えてい

るか。 
（②，③） 

 
活動の

観 察

 

8 分 

4. Presentation 
－代表生徒による

発表と感想 

・代表生徒がクラ

スの前で発表す

る。 
 
 
 
 
 
・聞き手の生徒は

感想を英語で伝

える。 

・代表生徒に発表させるこ

とで，聞き手の生徒には

英語で自己表現するモデ

ルにさせる。 
・代表生徒の発表に教師が

コメントし，代表生徒の

今後の英語学習への意欲

を高める。 
・代表生徒に対して多くの

生徒が感想を伝えるよ

う，発表前に指示する。 

相手の伝え

たい内容を

正しく理解

し，発表に対

する感想や

意見などを

英語で簡潔

に伝えてい

るか。 
（②，③） 

活動の

観 察

3 分 

5. Consolidation 
－発表に対する教

師のコメントと

次時の予告 

・本時の発表全体

に対する教師の

コ メ ン ト を 聞

く。 
 
・次時の活動内容

を理解する。 

・教師自身が生徒の発表か

ら感じたことを率直に伝

えることで，英語を通し

て自己表現することの大

切さに気付かせる。 
・次時の活動内容（発表終

了後に他のグループの発

表原稿を読み合い，感想

や共感を得た部分につい

て英語で書く）を伝える。

  

授 
業 
後 

  ・各生徒の発表内容に関す

るコメントを書き，今後

の英語学習への意欲が高

まるようにする。 

  

 
 


